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市
長
予
算
説
明
要
旨

…歳
入
…

市
民
税
に
つ
い
て
は
税
法
改
正
の
主

一
旨
に
則
応
し
て
税
率
の
引
下
げ
、
税
額

一
控
除
範
囲
の
拡
大
増
額
に
よ
っ
て
減
税

一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
課
税
物

一
件
の
把
握
、
徴
収
の
強
化
を
計
る
こ
と

一
に
よ
り
市
税
総
額
二
億
八
千
五
百
四
十

一五
万
円
を
計
上
、
地
方
交
付
税
は
一
応

一
現
行
制
度
に
よ
っ
て
見
積
ら
れ
た
こ
千

臥
則
一

百
万
円
、
国
県
支
出
金
、
使
用
料
、
手

間
認
一

数
料
、
負
担
金
及
び
分
担
金
な
ど
に
つ

問
問
一

い
て
は
、
歳
出
予
算
に
見
合
う
特
定
財

年
町

一
源
と
前
年
度
の
実
績
を
勘
案
し
て
九
千

訂
種
一

九
百
三
十
五
万
九
千
余
円
を
計
上
、
市

荊
3
一
貰
ま
九
百
五
十
万
円
、
そ
の
他
三
千
四

昭
第

一

/
k
一
百
七
十

一
万
九
千
余
円

(
蒜
字
予
定
額

一
一
千
二
百
八
十
六
万
四
千
円
含
む
〉
で

一
歳
入
総
額
は
四
億
四
千
九
百
五
十
二
万

一
九
千
余
円
で
前
年
度
に
〈
ら
べ
る
と
三

一
十
五
万
九
千
余
円
の
噌
額
と
な
り
ま
す

わ
一

が
年
度
末
赤
字
予
定
額
に
対
す
る
雑
収

(
一

入
の
差
額
二
千
三
百
三
十
二
万
八
千
円

一
を
加
え
ま
す
と
二
千
三
百
ホ
十
八
万
七
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魚 津 市 友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 69人

死 亡 33人

婚姻 39件

離婚 2件

3
月
定
例
市
議
会
は
、
去
る
ロ
日
招
集
開
会
さ
れ
、
会
期
日
日
聞
を
も

っ
て
昭
和
訂
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
三
十
一

議
案
を

一
括
上
程
し
、
市

長
よ
り
市
政
方
針
に
あ
わ
せ
て
議
案
説
明
が
あ
り
、
各
会
派
を
代
表
し
て

四
議
員
よ
り
代
表
質
問
が
あ
り
、
又
八
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ

た
後
、
各
議
案
は
各
常
任
委
員
会
の
審
査
に
附
託
さ
れ
審
査
の
結
果
、
上

程
各
実
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
人
権
擁
護
委
員
に
平
沢
豊

治
氏
、
監
査
委
員
に
泉
毅
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
と
決
ま
り
ま
し
た
。

又
政
府
に
対
し
、

て
サ
ケ
マ
ス
漁
業
に
関
す
る
意
見
書

二
、
核
実
験
禁
止
に
関
す
る
意
見
書

三
、
物
価
値
下
げ
に
関
す
る
意
見
書

の
三
意
見
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
ロ
月
定
例
会
以
来
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
昭
和
お
年
度
決
算

認
定
五
件
は
い
づ
れ
も
認
定
と
決
ま
り
ま
し
た
。

千
円
の
純
増
加
と
な
り
ま
す
。

…歳
出
…

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
行

な
っ
た
給
与
改
訂
の
平
年
度
化
と
訂
年

度
に
お

い
て
必
要
と
見
込
ま
れ
る
昇
給

額
並
び
に
他
市
の
状
況
を
調
査
検
討
し

職
員
構
成
の
適
正
化
措
置
を
講
じ
事
務

能
率
の
向
上
と
人
件
費
の
累
増
を
抑
制

し
て
計
上
し
ま
し
た
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
平
年
度
分
経
費

は
極
力
節
減
に
努
め
、
一
面
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務
の
合
理
化
、

近
代
化
を
目
標
に
事
務
改
善
を
実
施
す

る
た
め
の
経
費
と
市
制
叩
年
記
念
式
典

挙
行
に
見
込
ま
れ
る
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。投
資
的
経
費
の
お
も
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

消
防消
火
施
設
の
整
備
事
業
と
し
て
小
型

動
力
ポ
ン
プ
購
入
費
六
十
三
万
円
、
防

火
貯
水
槽
設
賢
費
四
十
八
万
円
、
水
難

救
助
施
設
の
整
備
事
業
と
し
て
救
助
船

建
造
費
四
百
万
円
で
あ
り
ま
す
。

土
木魚
津
駅
前
附
近
の
都
市
計
画
事
業
三

百
万
円
、
火
災
復
興
事
業
と
の
関
連
事

業
二
百
九
十
八
万
円
、
幕
苑
拡
張
事
業

百
八
十
六
万
円
、
道
路
改
良
事
業
と
し

て
市
道
升
力
線
改
良
工
事
四
十
万
円
、

市
道
天
神
野
新
、
蛇
回
線
改
良
工
事
五

十
万
円
、
市
道
湯
上
、
慶
野
線
改
良
工

事
六
十
万
円
、
本
江
一
号
線
舗
装
工
事

の
便
所
な
ど
の
増
築
工
事
百
七
十
八
万

円
、
西
部
中
学
校
松
倉
分
校
の
下
足
場
、

雑
庫
な
ど
の
増
築
工
事
四
十
八
万
円
、

東
部
中
学
校
片
貝
分
校
の
地
下
室
(
産

業
教
育
施
設
)
の
改
造
工
事
七
十
八
万

円
な
ど
で
外
に
綜
合
運
動
場
整
備
事
業

の
計
画
的
実
施
並
び
に
県
立
工
業
高
校

建
設
促
進
関
係
事
業
費
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

住
宅住
宅
建
設
費
と
し
て
は
、

公
営
住
宅

を
一
千
四
百
九
十
九
万
円
で
第
一
種
簡

易
耐
火
平
家
建
十
戸
と
第
一
種
簡
易
耐

火
二
階
建
十
戸
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

農
業産
業
経
済
施
設
に

つ
い
て
は
、
片
貝

天
神
、
道
下
、
上
中
島
、
下
中
島
な
ど

の
有
線
放
送
施
設
の
委
託
料
な
ど
百
三

十
六
万
円
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、

水
路
、
農
道
改
良
な
ど
に
五
百
万
円、

造
林
間
伐
促
進
林
道
開
設
事
業
百
八
十

六
万
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

失
業
対
策
事
業

失
業
対
策
事
業
の
総
額
は
二
千
六
百

三
十
五
万
円
で
お
も
な
事
業
は
、
保
健

衛
生
整
備
事
業
二
百
四
十
万
四
、
排
水

路
整
備
工
事
三
百
三
十
五
万
円
、
道
路

整
備
工
事

一
千
百
五
十
六
万
円
、
中
川

用
水
改
良
工
事
二
百
三
十
万
円
、
そ
の

ほ
か
に
地
方
失
業
対
策
事
業
と
し
て
三

百
八
十

二
万
円
で
あ
り
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業

農
林
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
八
百
五

十
八
万
円
、
土
木
災
害
に
は
六
百
九
十

七
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
予
算
額

水
族
館
四
、

四
三
四
、
八
一

五
円

(
前
年
度
よ
り

て

六

五
回
、
八
一
五

円
増
と
な
り
ま
す
が
訂
年
度
は
一
般

五
十
二
万
円
、
白
倉
墜
道
改
良
工
事
九

十
六
万
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

学
校小
中
学
校
々
舎
の
増
改
築
事
業
と
し

て
お
も
な
も
の
は
上
野
万
小
学
校
の
理

科
室
、
図
書
室
の
増
築
工
事
百
十
五
万

円
、
松
倉
小
学
校
坪
野
分
校
の
給
食
室

改
造
工
事
三
十
万
千
円
、
東
部
中
学
校
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会
計
よ
り
一
て
四
五

O
、
0
0
0円
繰

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

)

上
水
道
二
六
、
八
九
一
一
、
一
五

O
円

(
。
一
、
三
八
六
、
七
七
五
円
減
)

簡

易

水

道

六

O
一、

O
三

O
円

(

h
v

四
一
九
円
減
)

下
水
道
一
一

、
七
一
九
、
八
五
九
円

国
民
健
康
保
険

五
四
、
七
九
六
、
一
O
八
円

(
。

九

、
ご
一
六
て
六
五
六
円
増
〉

診
療
地
殻
勘

定

二

、
六
八
四
、
=
一O
六
円

(

グ

一

一
二
三
、

六
二
円
増
)

土
地
区

間

整

理

一

、
二
二
七
、
只

δ
円

ー
意
見
書
満
場
一
致
で
決
議
1

2

a

m

一
、
物
価
値
下
げ
に
関
す
る
意
見
書

』

F

〉
三
会

最
近
各
種
料
金
や
消
費
物
価
の
値
段
は
大
巾
に
上
昇
し、

国
民

」

{
I
Mロ
主

の
家
計
を
著
し
く
圧
迫
し
生
計
に
脅
威
を
与
え
つ
L

あ
り
ま
す
。

同
昔
話
回
羊

こ
れ
は
政
府
が
次
々

に
公
共
料
金
値
上
げ
を
認
め
る
な
ど
の
結
果

4
』
口
一
F

に
誘
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
料
さ
れ
る
の
で
、
政
府
は
各

寺
田
『
百

種
物
価
を
値
下
げ
す
る
た
め
の
物
価
対
策
に
つ
い
て
、
速
か
に
効

宇
田
川
一
一

果
的
な
具
体
策
を
講
じ
国
民
生
活
の
安
定
を
図
ら
れ
ん
こ
と
を
本

羊

3
3
4
市
議
会
一
致
の
決
議
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
致
し
ま
す
D

戸

l

1

克
二
、
核
実
験
禁
止
に
関
す
る
意
見
書

本
議
会
は
過
去
数
回
に
一
旦
っ
て
核
実
験
禁
止
に
関
す
る
意
見
書
を
議
決
し
、

そ
の
禁
止
の
た
吟
政
府
の
善
処
を
要
望
一
し
て
き
た
が
そ
の
後
の
事
態
は
好
転
せ

ず、

ソ
連
の
核
実
験
再
開
に
引
続
き
今
回
米
英
両
国
が
ク
リ
ス

マ
ス
島
と
ネ
パ

ダ
に
お
い
て
大
気
圏
内
及
び
地
下
爆
発
の
核
実
験
を
行
な
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
接
兵
器
実
験
競
争
を

一
層
激
化
し
人
類
滅
亡
の
危
険
を
も
た
ら
す
も
の

で
、
わ
れ
/(
¥
の
深
く
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
議
会
は
関
係
諸
国
が

こ
の
際
有
効
に
国
際
管
理
に
伴
う
核
実
験
の
禁
止
に

関
し
、
速
か
に
合
意
に
達
し
核
兵
器
の
製
造
、
貯
蔵
お
よ
び
使
用
禁
止
の
協
定

に
努
力
し
、
核
実
験
反
対
の
悲
願
を
裏
切
る
か
L

る
計
画
を
未
然
に
取
止
め
る

よ
う
政
府
が
直
ち
に
関
係
各
国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
速
か
に
核
実
験
禁
止

の
目
的
を
達
せ
ら
れ
る
よ
う
本
市
議
会
一
致
の
決
議
に
よ
っ
て
強
く
要
望
致
し

ま寸ノ
。

三
、
サ
ケ
、
マ
ス
漁
業
に
関
す
る
意
見
書

サ
ケ
、
マ
ス
漁
業
に
従
事
す
る
、
木
市
漁
民
は
五
百
人
を
越
え
、
北
洋
漁
業

に
依
存
す
る
と
こ
ろ
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
政
府
は
日
ソ
漁
業
交
渉
の
基
本
的
態
度
と
し
て
、
出
漁
船
の
相
当

数
を
自
主
的
に
規
制
休
船
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ら
れ
る
と
聞
く
が
、
是
れ
は
北

洋
漁
業
を
根
本
的
に
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
漁
業
者
の
死
活
問
題

と
も
な
り
ま
す
。
政
府
は
当
地
方
漁
業
者
の
特
殊
性
を
よ
く
考
察
さ
れ
ま
し

て
、
既
定
通
り
出
漁
で
き
る
よ
う
処
置
さ
れ
ん
こ
と
を
京
市
議
会
満
場
一
致
決

議
を
も
っ

て
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

昭
和
訂
年

3
月
別
日

内

閣

総

理

大

臣

gA

関

係

大

臣

民

ρ

春
の
犯
罪
を
防
ご
う
μ

春
4
月
、
花
咲
き
鳥
歌
う
行
楽
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
農
村
で

は
、
い
よ
い
よ
忙
が
し
い
季
節
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
花
見
シ

ー
ズ
ン
に
は
、

人
出
と
酒
の
上
か
ら
犯
罪
が
多
く
な
り

ま
す
。
暴
力
団
が
の
さ
ば
る
。
け
ん
か
、
た

か
り
、
い
や
が
ら
せ
・:
農
村
地
帯
で
は

幼
児
の
水
死
、
あ
き
す
、
盗
み
が
あ
り

ま
す
。
さ
て
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
暴
力
を
防
ぐ

私
た
ち
の
社
会
生
活
に
は
、

誰
か

ら
も
、
圧
迫
さ
れ
な
い
自
由
と
平
和

な
毎
日
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
が
、
他
人
の
迷
惑
を
省
み
な
い
暴

力
が
あ
り
ま
す
。
法
は
お
ろ
か
道
義

や
良
識
の
か
け
ら
も
な
く
、
た
だ
自

分
ら
の
利
慾
や
利
権
を
あ
さ
り
、
自

分
の
勢
力
を
張
る
た
め
手
段
を
選
ば

ぬ
無
法
者
な
の
で
す
。

魚

津

市

議

会

ど
う
か
、
暴
力
に
対
し
て
は
、
悌

し
み
と
絶
体
に
屈
し
な
い
強
い
心

と
、
は
っ
き
り
し
た
態
度
で
臨
み
、

万
一
被
害
を
受
け
た
り
、
ま
た
受
け

そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
早
く
連
絡

し
て
下
さ
い
。

2
あ
き
す
、
盗
み
を
防
ぐ

家
を
あ
け
る
と
き
は
、
戸
締
り
を

厳
重
に
し
、
隣
り
近
所
に
よ
く
頼
ん

で
出
か
け
る
よ
う
に
し
、
ま
た
寝
る

時
の
戸
締
り
や
農
機
具
、
自
転
車
な

ど
を
仕
末
し
て
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に

ー
し
宇
品

1
ν
r
A町
民
ノ
。

3
青
少
年
を
害
す
る
行
為
を
防
ぐ

少
年
に
酒
を
呑
ま
せ
た
り
、
煙
草

を
す
わ
せ
た
り
、
風
俗
営
業
者
が
児

童
を
雇
入
れ
た
り
、
少
年
を
立
入
り

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
青
少
年
の

不
良
化
や
暴
力
犯
罪
を
起
す
原
因
と

な
り
ま
す
。
次
代
の
社
会
を
に

の
う

青
少
年
は
、
み
ん
な
で
導
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ハ
魚
樟
警
察
署
)
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実
し
て
、
省
力
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
施
設
の
充
実
、
機
械
の
導
入
に
振
り
向

・
一
、
本
年
3
月
ま
で
の
年
金

が
、
急
務
で
あ
る
と
云
う
観
点
か
ら
、
け
る
等
近
代
農
業
の
推
進
を
計
れ
と
云
掛
金
は

4
月
ま
で
に
納
め

国
の
助
成
に
よ
り
、

農
業
の
構
造

改

善

う

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。
5
月
後
に
起

事
業
を
実
施
し
、
日
本
農
業
の
体
質
改

な
お
、

国
の
事
業
実
施
期
間
は
川
年

き

た

不

一

辛

か
ら

ハ
母
子
、

普
を
計
ろ
う
と
す
る
事
業

で
あ
り
ま
聞
で
あ
っ
て
、

現
地
調
査
を
す
る
段
階

障
害
)
拠
出
制
年
金
の
対

す

。

と

事
業
を
実
施
す
る
段
階
に
分
か
れ
て

象
に
な
り
ま
す
。

勿
論
、
具
体
的
に
は
、

事
業
の
実
施

お
り
、

事
業
実
施
の
加
域
指
定
を
受
け

て

生
活
困
窮
者
や
医
療
費

基
準
等
は
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
た
年
よ
り

3
ヶ
年
間
で
、
完
了
す
る
こ

等
の
経
費
が
か
さ
み
掛
金

が
、
概
要
を
申
上
げ
ま
す
と
、

国
は
昭
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
園
、

県

に

お

い

の

納
ー
へ
が
困
難
な
人
は
遠

和
初
年
度
か
ら
昭
和
的
年
度
迄
の
印
ケ
て
も
、
指
定
に
つ
い
て
充
分
調
推
さ
れ

一

慮
な
く
免
除
申
請
の
申
出
を
し
ま
し

年
聞
に
、
全
国
市
町
村
・の
う
ち
、
工
業

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

ょ
う

ハ
政
府
は
%
の
掛
金
を
納
入
し

化
予
定
地
域
を
除
い
た
三
千
百
の
市
町

こ
の
よ
う
に
、
土
地
奈
件
の
整
備、

一

て
く
れ
ま
す
〉

村
に
対
し
、
一
市
町
村
当
た
り
全
国
平

経
営
規
模
の
拡
大
、
生
産
施
設
、
機
械

一

掛
金
も
納
入
せ
ず
、

又
免
除
申
請
も

均
一
億
一
千
万
円
の
構
造
改
善
事
業
を

の
充
実
、
協
業

の
推
進
等
に
よ
る
省
力

一
な
い
と
怠
納
と
な
り
不
幸
が
起
き
た

動
静
静
一

h
im
-
、

農
業
に
対
す
る
国
の
政
策
、
こ
れ
に
伴
完
了
し
よ
う
と
云
う
計
画
で
あ
っ
て
、
営
農
の
時
期
が
、
間
近
い
こ
と
は
、
必

一時
、
大
変
損
に
な
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
い

γ、
昭
和
初
年

7

う
地
方
公
共
団
体
の
施
策
、
並
び
に
財
う
ち
九
千
万
円
は
補
助
事
業
で
あ
り
、

至
と
考
え
ら
れ
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
の

一
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
町
内
会
、

月
、
国
会
を
通
過
し
公
布

さ

れ

ま

し

政
上
の
措
置
要
領
を
示
し
、

具
体
的
に

残

り

二
千
万
円
は
融
資
事

業
と
し
て
認
で
、
当
然
予
想
さ
れ
る
農
村
余
剰
労
働
一
民
生
委
員
会
、
部
落
常
会
に
も
度
々
出

た
。
云
は
ば
、
日
本
農
業
の
憲
法
と
も
は
農
業
の
自
立
経
営
の
育
成
、
協
業
の
め
る
か
ら
、
合
せ
て
一
億
一

千
万
円
の
カ
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
又
近
代

一
か
け
て
ご
説
明
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

云
う
べ
き
重
要
な
法
律
で
あ
り
ま
す
。

助

長

、
相
続
に
よ
る
豊
一
木
経
営
の
細
分
事
業
を
や
り
な
さ
い
と
云
う
の
で
あ
り
農
唯一掃
、
機
械
農
業
の
基
幹
労
働
力
を
ど

一未
だ
徹
底
さ
れ
な
い
点
も
あ
り
ま
す
の

曲
り
角
に
き
た
と
云
わ
れ
る
、
日
本
化
防
止
、
農
地
の
信
託
、
指
導
者
の

育

ま

す

。

の

よ

う

に

確

保

す

る

か

と

云
う
よ
う
な

一
で
不
明
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
市
社
会
福

農
業
の
将
来
の
方
向
を
示
し
た
道
し
る
成
等
を
計

っ
て
豊
一木
の
生
産
性
を
向
上
補
助
金
に
つ

い
て
は
、

補
助
事
業
九
こ
と
は
、
農
村
問
題
と
し
て
真
け
ん
に

一祉
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

べ
で
も
あ
り
ま
す
。
御
承
知
の
と
お
り

さ
せ
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
か

ら

で

千

万

円

の

%
で
、
四
千
五
百
万
円
を
補
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ

と
で

一

な
お
ご
希
望
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
係

農
業
経
営
は、

大
変
苦
し

く

な

っ

て

き

す

。

助

し

、

残

り

四

千

五

百
万
円
の
う
ち
三
あ
る
と
云
う
こ
と
か
ら
、
農
業
労
働
力

一員
が
説
明
に
き
ま
ず
か
ら
気
軽
に
係
員

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
業
所
得
が
然
し
乍
ら
、
基
本
法
が
で
き
た
か
ら
千
万
円
は
六
分
五
厘
で
融
資
す
る
が
、
の
調
整
と
云
う
こ
と
が
、
叫
ば
れ
て
い

一
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

伸
び
ず、

一
方
、
他
産
業
の
発
展
が
、

と

云
っ
て
直
ち
に
生
産
性
が
向
上
す
る

残
り
一
千
五
百
万
円
は
地
元
負
担
で
や
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一

目
ざ
ま
し
い
勢
、
で
苛
尋

J
ど
ん
ど
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
o

そ
こ
で
、
政
り
な
さ
、
。
£
お
融
資
事
業
の
二
千
万

従

い

ま
し
て
市
に
お
き
ま
し
て
は

一「
経
済
指
標
の
か
ん
ど
こ
ろ
」
増
補
2
版

;

ん
伸
び
て
き
て

y
L
1所
得

格

差

府
は
農
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
す

る

円

は

、

レ

ィ

千
五
百
八
十
万
同
を
六

園
、
県
の
指
示
に
も
と
っ
き
、
こ
れ
ら

一
ム
生
き
た
知
識
を
身
に
つ
け
る
に
は
、

広

一

が
、
大
き
く
な
り
、
こ
の
鑑
で
は
農
業

よ

け

点

ゆ

だ

げ

ま

す

。

分

五

座

で

融
資
す
る
が
、
残
り
四
百
二
の
問
題
点
を
と
ら
え
て
、
そ
の
方
法
を

一実
例
議
に
入
れ
る
の
が
一
番
手
。

一
経
営
は
自
滅
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
ん
農
業
構
造
改
善
事
業
と
は
、
近
代
最
十
万
円
は
地
元
負
担
で
や
り
な
さ
い
と
検
討
し
、
指
導
調
整
を
計

る
た
め
市

一
こ
の
本
は
統
計
、

労
働
、
経
済
、
財
政

一
と
か
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
業
の
基
盤
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
っ
て
、
云
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
、
内
、
各
関
係
指
導
者
の
方
々
に
御
協
力

一金
融
な
ど
の
用
語
に
つ
い
て
実
例
を
中

一
で
、
農
民
の
代
表

者

で

あ

る

農

業

委

要
す
る
に
従
来
の
農
業
は
、
野
菜
を
作
融
資
の
割
合
と
利
率
に
つ
き
ま
し
て
は

を
願

っ
て
、

農
業
労
働
力
調
整
委
員
会

一
心
に
、
そ
こ
が
知
り
た
い
と
い
う

「
か

K
M
一
員
会
、
県
の
農
業
会
議
及
び
全
国
農
業

り

、
家
畜
も
飼

っ
て
、

自
給
自
足
で
き

多
少
地
元
が
、
有
利
に
な
る
よ
う
に
改
を
設
け
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
ん
ど
こ
ろ
」
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

圃
『
一

会
議
所
等
が
、
4
、
5
年
前
か
ら
、
政
れ
ば
満
足
と
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
で
は
め
る
こ
と

に
な
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

以

上
、
市
民
の
方
か
ら
御
質
問
の
多一

て
あ
り
ま
す
。
定
価
百
円
で
市
役
所
総

一
府
に
働
き
か
け
て
、
今
よ
う
や
く
望
み
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
少
な
く
と
も
た
だ
、

農
業
構
造
改
善
事
業
は
、
土
い
三
点
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を

一
務
課
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

が
達
せ
ら
れ
ま
し
た
。
云
は
ば
、
日
本
農
業
生
産
が
、
他
産
業
に
見
合
う
よ
う
地
条
件
の
基
盤
整
備
が
要
件
で
あ
り
ま
申
述
べ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

勿
論
、

一

1

1

1

1
l
i
li

-

-

-
-
-

農
民
宿
願
の
法
律
と
も
云
う
こ
と
が
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
は

す
の
で
、
一
億
一
千
万
円
の
事
業
費
の
こ
れ
で
充
分
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
の
一
ら
叩
年
以
上
の
も
の
が
叩
数
組
合
も
あ

き
ま
し
ょ
う
。
従
っ
て
そ
の
内
容
も
法
土
地
条
件
の
整
備
に
よ
っ
て
、
経
営
規
う
ち
、
判
%
程
度
以
上
は
土
地
整
備
事

で
、
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
市

一
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
に
恩
恵
を
与
え

文
を
見
て
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
先
ず
模
を
拡
大
し
、
経
営
施
設
や
機
械
を
充

業
を
や
り
な
さ
い
、
残
り
日
%
は
生
産

農

林
課
へ
、
お
問
合
せ
下
さ
い

。

一

て

い

ま

す
D

I
l
-
-
1
1
1
1
1
-
-
-
-
I
l
l
i
t
-
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一

「
預
金
な
ん
か
で
き
な
い
」
と
い
っ

館
芯
当
般
会
江
了
、し

λ
J
納
税
貯
畜
組
合
設
立
の
》
す
す
め

民

MquF詰
ぷ

…
刷…

枇

札

i
…
ぃ
問
見
以
紛
糾
獄
、
J
h
町

一

一

間

ん

恥

一

‘
H
税

金

を

ら

く

に

納

め

る

た

め

に

H

で
も
計
画
納
税
の
よ
い
習
慣
を
つ
け
て

一
本

い

生

い

と

後

館

な

o

そ

て

ま

で

枚

…

。

~

自

然

に
納
税
が
で
き
ま
す
。

日

……

没

お

分

し

館

の

開

物

す

よ

し

り

-

千

~

税

い

い

私

た

ち

が

日

常

社

会

生

活

を

営

む

う

ま

す

。

納

税

組

合

の

な

い

町

内

会

や

部

落

会

問

一
埋

器

官

訂

明

日

誌

計

十

…

間

五

い

H

納
税
H

と

い

う

義

務

が

あ

り

数

日

結

酢

一

F
h錯
綜
十
日
け
な
説
話
野
間

…
館

z
r合
計
主
2

2

=

雄

氏

う

れ

M
U
V

器
肝
心
日
間
枯
れ
M
け
い
れ
は
は
は
い
ほ
M
M
た
れ

M4r設立
に
つ
い
て
説
明

駄

柑

別

収

蜘

娘

制

比

勅

臥

均

一
一
一
刊
と
税

国
…
…
…
て
、
自
分
の
身
を
責
め
る
結
果
に
お
ち
納
明
へ
の
大
き
な
役
翻
案
し
て
い
ま
会
を
開
か
れ
る
と
き
は
、
係
員
を
派
清

秋

日

、
資

を

を

今

く

一

、
よ

真

県

も

♂

・
内
~
い
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

す
〈
こ
の
組
合
の
中
に
は
設
立
し
て
か
し
ま
す
か
ら
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨

、
館

術

名

ど

o

白

は

様

る

写

近

こ

納

期

期

一

で
は
、
ど
う
し
た
ら
滞
納
を
せ
ず
に

1

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

-

-

l

i

l

i

-

-

-

て

族

学

有

な

た

面

折

客

さ

〈

全

納

一
容
易
こ
納
税
が
で
き
る
か
、
こ
れ
は
下

で

、
て

て

く

ま

め

ご

の

顕

一割
例
「
J

参
報
齢

の

税
い
と
素
の
削
が
け
が
必
要
と
思い
わ
れ
ま
す
。

製

品

蜘

机

杭

凱

弘

行

い

い

一

一轍
一立…山
一

持

h
脇

車
税
}
こ
こ
で
は
、
み
ん
な
の
力
で
相
互
に
は

を

の
令
に
保
納

付

か

さ

み

奨

一

引

可

寸

一

を

さ

矧

月

動

一

げ
ま
し
あ
っ

て
納
税
を
す
る
た
め
こ
納

る

用

分

税

う

に

で

交

は

な

す

4
報

一

綿
布
一位

鑑

だ

。

《

bv

ナ

リ

期

徴

よ

切

関

が

を

み

で

ら

の

一盟
。
一U
一

印
く
す

怪

同
点
税
貯
蓄
組
合
の
設
立
を
お
す
す
め
し
ま

l

手

1
の
る

大
機

金

宜

、

り
か
合

一一
l
一0
一

今

o一
す
。

ぶ

御

第
税
え

、
融

奨

使

で

お

期

場

亙

mu一
証
出

し

~
納
税
貯
蓄
組
合
を
つ
く
る
た
め
に
は

は

の

税

産

使

ら

金

報

の
の

o

と

1
た

一
塁
ヨ
ξ
一

収
し
た

=

期

比

町

内

会
や
部
落
会
単
位
で
お
願
い
し
ま

の

岐

翠

S
M
れ
詐
広
己

評
正
弦
廿

第

~
す
。
組
合
を
つ
く
る
と
設
立
事
務
費
と

数

告

定
悶
期

し

ょ

ま

納

り

し

は

切

に

す
一0
一
c一
の
は

へ
渡

限
一
し
て
一
世
帯
当
り
二
十
円
が
交
付
さ
れ

手

期

固
吟

4
ま

も

れ

、

お

致

額

月

め

一

年
一3
一0
一
付
き
課
お

醐

一側
一
ま
す
。
ま
た
、
各
納
期
ご
と
に
令
書
取

庁

制

む

明

仇

ム

縦

郎

訴

鮒

.

品

亙

山
川
一
宮

脇

悦

資

一
扱
手
数
料
と
し
て
令
書
一
枚
に
つ
き
二

事
品
目

t
と

カ

発

つ

。

前

制

ら

お

金

は

を

τ一
一1
一金

れ
、
直

土
訪問時諮問十州立以
有

山
村
接
三
官
同
市
内
一許
可
藍

1
1

1し

%
完
納
の
と
き
)
の
割
合
で
交
付
さ
れ

0

0

0

問

ι匹
。

(2) 

農
業
基
本
法
と
構
造
改
善
事
業

の

あ

ま

し

ら

(昭和鮮明3日)
第3種郵便物認可

「
曲
り
角
に
き
た
農
業
の
体
質
改
善
が、

・叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
ば
く

然
と
し
て
、
つ
か
み
ど
こ
ろ

の
な
い
、
い
く
つ
か
の
耳
新
ら
し
い
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
農
業
基
本
法
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
業
就
業
労
働

力
調
整
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
体
、
ど
う
云
う
こ
と
な
の
か
と

度
々
質
問
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
横
の
ご
理
解
に
幾
分
な
り
と
も
、
役
に
立

て
ば
と
云
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
口
」

報津魚昭和37年 4月 1日発行C第187号〉

完
成
を
急
ぐ
産
業
文
化
会
館

魚
津
市
産
業
文
化
会
館
第
2
期
工
事
の
会
館
が
、
晴
れ
の
式
典
む
日
に
は
全

は
着
手
し
て
早
く
も
1
カ
月
、
工
事
関

部
の
固
定
椅
子
の
脊
に
愛
市
を
シ
ン
ポ

係
者
は
毎
日
い
そ
が
し
く
立
働
い
て
い

-w
す
る
ご
芳
名
で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
も

る
が
、

多
量
の
工
事
資
材
も
搬
入
さ
れ
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

て
い
る
の
で
、
ま
ず
消
火
設
備
と
し
ま
た
名
産
、
特
産
物
の
紹
介
に
一
役

て
、
館
内
四
ケ
所
に
装
備
し
て
い
る
消
を
荷
う
物
産
陳
列
室
は
一
階
だ
け
で
は

火
栓
は
、
消
防
署
の
テ
ス
ト
に
も
合
格
狭
い
の
で
、
一
一
、
三
階
の
廊
下
を
利
用

し、

非
常
の
際
は
い
つ
で
も
役
立
つ

よ

し

て

陳
列
ケ

ー
ス
を
設
け
る
こ

と
に
業

う
完
全
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

界
の
人
々
と
話
し
あ
い
が
つ
き
、
一
階

大
ホ
l
b
y

に
備
え
る
固
定
椅
子
、
ど
に
は
日
本
カ

ー
バ
イ

ド
、
吉
田
工
業
、

ん
張
を
は
じ
め
会
議
室
用
に
ヒ
ツ
タ
l

魚
樟
製
作
所
、
杉
野
ク
リ

ー
ナ
ー、

大

ラ
イ

ト
張
り
テ
l

プ
ル
七
十
な
ど
は
発
愛
メ
リ
ヤ

ス
、
小
坂
機
業
、
魚
崎
体
製
綱

註
ず
み
で
、
す
で
に
製
作
中
で
あ
り
、
所
、

本
江
酒
造
、
岡
崎
機
業
各
会
社
エ

ク
ロ
ム
メ
ツ
キ
〆
イ
プ
椅
子
百
五
十
脚

場
の
製
品
と、

か
ま
ぼ
こ
、
菓
子
、
干

も
発
注
す
る
ば
か
り
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。一
方
大
ホ
l

w
に
備
え
る
固
定
椅
子

は
市
民
の
愛
市
心
に
訴
え
て

一
人
一
脚

運
動
を
全
区
長
さ
ん
を
中
心
に
く
り
ひ

ろ
げ
て
明
る
い
見
通
し
に
一
歩
づ
っ
近

づ
い
て
お
り、

寺
田
市
長
が
東
京
在
住

者
二
人
と
八
十
脚
寄
付
を
約
束
し
た
の

を
は
じ
め
、
寄
付
の
最
初
を
飾
っ
た
古

島
団
地
区
長
服
部
正
義
氏
は
さ
ら
に
二

脚
を
追
加
寄
付
し
て
問
団
地
か
ら
計
五

脚
の
寄
付
を
な
し
と
げ
、
市
連
青
は
第

一
次
分
と
し
て
五
万
円
十
六
脚
、

市
内

八
人
の
靴
屋
さ
ん
が
揃
っ
て

一
脚
ず
つ

寄
付
す
る
な
ど
、
そ
の
他
名
古
屋
市
や

富
山
、
高
岡
雨
市
の
方
々
か
ら
も
相
次

い
で
事
務
局
に
寄
付
申
込
み
が
あ
る
の

で
、
愛
市
の
心
で
築
き
あ
げ
る
皆
さ
ま

産
業
文
化
会
館
募
金
状
況

(
1
・
m
t
3
・
n〉

。
建
設
費
寄
付
の
部

懇
請
額
完
納
三
号
H
下
中
島
地
区

マ
商
工
業
団
体

二
万

円

製

麺
組
合

マ
懇
請
予
定
額
の
完
納
区

魚
津
M

新
金
屋
一一
、
新
金
屋

一、

元
町
、
新
町
一
区

道
下
H
仏
国
、
村
木
十
一

、
本
新

村
木
十
区

加
積
H
労
災
病
院
、
吉
島
分
譲
住

宅
区

。
固
定
椅
子
寄
付
の
部
(
一
脚
三
千
円
)

マ
寄
付
入
金
分

一
六
脚

魚
津
市
連
合
青
年
団

(
五
万
円
)

田
方
町

望

月

ハ
一
万
円〉

富
山
市

角

地
ヒ
ユ

l

ム

管
K
K

吉
島
団
地

服

部

正
義

富
山
市

余

川
工
業
K
K

O

清
水
俊
正

労
災
病
院
区

辻
口
鋳
造
所

一一一一一一一

高
岡
市

魚
な
ど
を
陳
列
し
、

二
階
に
は
仏
壇、

-

漆
器
、
家
具
、
三
階
に
は
建
具
の
ほ
か

一

写
真
、
書
画
の
陳
列
ケ
ー
ス
も
備
え
て

一

文
化
活
動
も
織
り
ま
ぜ
る
こ
と
に
し
、一

本
月
上
旬
ま
で
に
は
全
ケ

ー
ス
の
出
品

一

者
を
決
め
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

(写
真
H
会
議
室
の
天
井
工
事
)

Q
4
月
1
日
か
ら
次

の
給
付
制
限
が
解
除

に
な
り
ま
す
。

ー
給
食
の
制
限
解

除
に
つ
い
て

被
保
険
者
が
入

院
し
た
と
き
の
給

食
費
が
全
額
本
人
負
担
で
あ
っ
た
の

が
半
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

2

給
付
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

療
養
の
給
付
は
同
一

の
疾
病
叉
は

負
傷
に
つ
い
て
は
医
師
に
治
療
を
受

け
て
か
ら

3
ヶ
年
経
過
し
疾
病
叉
は

負
傷
が
治
ゆ
し
な
く
て
も
3
ヶ
年
以

後
の
分
は
全
額
本
人
負
担
で
あ
っ
た

の
が
治
ゆ
す
る
ま
で
半
額
負
担
と
な

り
ま
す
。

3

第

1
期
保
険
税
に
つ
い
て

第
1
期
の
保
険
税
額
に
つ
い
て
は

所
得
割
額
の
課
税
標
準
額
が
確
定
し

な
い

の
で
前
年
度
年
税
額
の
4
分
の

1
の
額
を
第
1
期
税
額
と
し
て
、

2

3
、
4
期
で
調
整
い
た
し
ま
す
。

4

そ
の
他

保
険
税
を
納
め
る
の
を
忘
れ
て
い

る
と
か
、
催
告
状
を
う
け
て
も
ま
だ

未
納
の
場
合
は
財
産
の
差
押
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
未
納
の
方

は
至
急
納
付
し
て
下
さ
い
。

…湖水
，川
引

l

i

 

川
川
県
川

一回帰

。砂//

高
橋
実

友
道
五
区

金
屋
町

棚
橋
肉
庖

名
古
屋
市
明
治
時
計
K
K

魚
津
水
道
配
管
組
合

富
山
市

日
本
エ
タ

ニ
ッ

ト
パ
イ
プ

K
K

友

道

鎌
田
英
稔

富
山

市

木

下
清
大
郎

吉
島
団
地
六
班

北

日

産

業

吉
田
忠
照

村

木

杉

原

清

作

友

道

// // // 砂// // // 

マ
申
込
分
五

O
脚

魚
津
木
工
家
具
組
合

五
O

東

京

都

岸

久

松

三

O

東

京

郡

島

崎

ゆ

き

一
0

0

山
口
高
吉

五

角
川
町
区

三
(
一
万
円
)
東
化
工

K
K

三

神

明

町

高

松

茂

男

一

角

川

町

近

本

靴

居

。
新
金
屋
町
橋
本
靴
庖

h
q

神
明

町

亀

沢

靴

席

。

。

松

沢

靴

庖

h
q

真
成
寺
町
稲
垣
靴
庖

グ

h
q

北
川
靴
居

。

上

村

木

松

川

靴

庖

グ

文

化

町

松

井

靴

庖

寄

イ寸

金

訂
・
2
・幻
|
幻
・
3
・Mm
ま
で

一
O
、

0
0
0円

友
道
北
条
正
部

(
亡
父
正
賢
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

一
O
、

0
0
0円

岡
経
由

宮
井
茂

(
亡
父
周
三
の
遺
志
に
よ
る
香
志
〉

五、

0
0
0
円

臼

屋
小
路
町
三
村
賢
英

(
亡
母
よ
き
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

四、

0
0
0円
本

江

盛

永

与

吉

(
亡
山
田
捨
次
郎
、
石
川
千
代
の
遺

志
に
よ
る
香
志
)

て

五
O
O円

本

江

広

田
良
吉

(亡
母
す
ず
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

二、

0
0
0
円

諏
訪
町
浜
崎
昭
真

(社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

て
O
O
O円

匿

名

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
〉

五
O
O円

村

木

平

井

純

(社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

一
O
O
円

本

江

加

納

隆

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
〉

二
、
一

O
O円

魚
津
市
稲
作
研
究
会

(
農
業
セ

ン
タ
ー
設
備
充
実
の
た

め
の
米
一
升
運
動
追
加
寄
付
)・


